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△31.9 △31.5 △33.3 △29.0 △31.0 △32.8

△30.4 △18.0 △42.4 △12.9 △23.7 △20.7

△34.8 △37.1 △33.3 △35.5 △35.6 △37.9

3.3 6.7 3.0 3.2 3.4 8.6

△13.0 △6.7 △9.1 △3.2 △15.3 △8.6

△10.9 △13.5 △15.2 △19.4 △8.5 △10.3

△10.9 △14.6 △6.1 △16.1 △13.6 △13.8

（凡例） 30 以上 10 〜 29 9 〜△ 10 △ 11 〜△ 29 △ 30 以下

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（D・I値）をもとに作成。その基準は上記のとおりである。

景況天気図（前年同月比）

10月の道内景況　情報連絡員レポート
売上高が改善するも収益状況は悪化　震災の影響残る
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主要 DI 値の推移

　主要DI値の推移では、「売上高」で改善が
見られたものの、「収益状況」がさらに悪化
するなど、依然として9月の震災の影響が
みられる。
　業種別の前月比較では、製造業では「売上
高」が大幅に改善したものの、「収益状況」

「資金繰り」「雇用人員」が悪化した。非製造
業は「売上高」で若干改善したが、「景況」

「収益状況」「雇用人員」などが悪化した。

概 況
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・10月の業況は、胆振東部地震に関連し、電気工事においては各方面で復旧、
復興工事を行っているが、公共工事、一般住宅関連は減少。ブラックアウトの
影響か更に北電離れが止まらなく、他電力に乗換える工事を受注しているが喜
べない。� （電気工事／全道）

・10月は燃料の高騰が続き高値で安定したことから、やや厳しい経営状況と
なっている。これから冬期に向けて更に上がることが予想され、仕事量が下降
することから収益が減少してしまっている。

　問題点
　10月発注の工事が 2件、11月発注予定が 1件となり、管工事はこれで予定
完了となり昨年よりも若干下回ることとなった。経費のかかる現場が多いこと
から利益につながらない工事が目立った。

　地域の実情

　燃料の高騰により消費者にとってきびしい状況となってきたが、野菜類等食品
の価格が下がってきていることからまずまずの状況といえる。なんといっても
灯油の価格が今後注目されるところ。� （管工事／名寄）

・胆振東部地震の影響はまだ残っている。今年の天候不順で運送する農作物が減
少したことや、燃料価格の上昇で収益は減少している。�（一般貨物自動車運送
／小樽）

・軟弱野菜の出荷量は芳しくない状況が続き、10月途中で大半の出荷が完了し
た。大多数の地区で前年比大幅減との情報である。馬鈴薯・玉葱は、ほぼ順調
であるが、地域によっては前年を下回っている。一般カーゴについては、前年
と同レベルの動き。域内輸送もほぼ前年並みである。�（一般貨物自動車運送／
石狩）

非製造業（建設・運輸業）

・原材料の高止まりが続き、価格転嫁できない中で収益状況は引き続き悪化して
いる。� （水産食料品／全道）

・胆振東部地震の影響により味噌・醤油とも 9月の出荷量が大きく落ち込む。
震災の影響か、即席味噌汁の売れ行きがよいメーカーがある。全国の 1月〜 8
月累計出荷を比較すると、道内の状況は悪い。米中貿易戦争の影響で、アメリ
カ大豆の価格が下がっている。� （味噌・醤油／全道）

・受注が落ち込んでいる。原料高が続いている。商品の値上げが進まない。�（水
産食料品／函館）

・9月の震災の影響により落ち込んだ観光客の入込数は、10月になり徐々に回
復し観光地からの需要も回復してきた。余震も収まりつつあり、消費者も日常
の生活を取り戻すことにより、消費マインドも好転してきた。� （飲料／全道）

・例年のことだが、この時期は1年の中で最も出材の悪い時期となり、今まで以
上に原木状況がひっ迫している。冬季の出材を待つしかない。�（一般製材／幕別）

・十勝地域では昨年の災害復旧工事による砂利需要が終わったことにより例年の
状況になっている。� （窯業・土石製品製造業／全道・砂利）

・10月度の出荷数量、売上高については、道路・外構工事などの最盛期に入
り、路盤用、生コン用、アスファルト合材用と全品種で、前年対比増加した。
� （窯業・土石製品製造業／札幌・砕石）

・自動車・鋳鋼品・水道資材は普通。建設機械はやや良い。農業機械・一般鋳物
は良い。上下水道管はやや持ち直し、工作機械、建設系は引き続き好調であ
る。資材は中国の輸出規制を背景に値上げが続く。地方では人員不足が顕著で
ある。� （銑鉄鋳物／全道）

・会員事業所の状況
　売上は昨年同月に比べ 2割減で、修繕船の受注が少なく、もろに影響を受け過
剰人員は他の造船所に出張等対応（雇用の維持が厳しい状況）

　公共事業関係の状況
　鋼製橋梁等は受注が順調で先が明るい状況
　造船業界の状況
　修繕船工事の引合いはあるが競争が激しく、厳しい状況で受注に至っていな
い。� （金属製品／室蘭）

・組合員事業所では災害関連の復旧・復興に関わる業種は忙しいところもある
が、全体的には昨年より仕事が減少している。� （金属機械工作／札幌）

・9月に発生した台風・地震・停電による製造ラインへの影響も、10月に入り
落ち着き、昨年度とほぼ同じ程度の受注量、操業度となった。単月の収益につ
いては目標をクリアしたが、年間での収益目標については、災害の影響により
下回ることとなった。� （金属機械工作／江別）

製造業

・前月は胆振東部地震や停電による業績の低迷が目立ったが、各社とも概ね前年
並みに回復した。消費者の動きが変化し災害に備えた実用志向の高まりと一部
商品の品薄感から商品単価は一時的に上昇した。災害時の必需品、電池等の在
庫確保について卸とメーカーの間で新たな対策が検討されている。�（各種商品
／札幌）

・生鮮品は高値のものもあるが、小樽の秋シャコや生筋子等は例年並みの値段
で、売り上げも順調。野菜もキュウリなどはやや高いが、おおむね例年並みの
値段。� （各種商品／小樽）

・10月取扱高は、前年比 101％の状況。胆振東部地震による大規模停電の影響
から 1ヶ月が経過し、被害の大きい厚真町、むかわ町、安平町以外は平常生活
に戻ったと思えるが、景気は好転していない。特に灯油燃料や野菜の高騰の影
響は大きい。� （各種商品／苫小牧）

・秋鮭・魚卵（生筋子）等の不漁により加工用原材料の不足と高騰が継続してい
る。駅西商店街のイベントも開催され、地元の入店客は増えたが、観光客の入
店が地震・停電の影響も若干あって引き続き低迷している。�（各種商品／釧路）

・函館市によると 12日時点のレギュラーガソリン 1ℓ当たりの平均価格は、前
月比 7.93 円高の 161.75 円で 3年 11ヶ月ぶりに 160円台を突破し高騰が続
く。同じく値上げ基調の灯油も、経産省による15日時点の道内平均小売価格
（1ℓ当たり）が 100円台を記録し、同じく 3年 11ヶ月ぶりの高騰となり、
これから需要が増える冬に向け生活や店舗営業に大きな打撃を与えそうだ。
� （各種商品／函館）

・10月に入っても原油価格の高騰が続き、市場価格も 9月に比べ 1ℓ当たり各
油種とも 5円から 6円上昇し、1ℓ当たりガソリンで160円、灯油で 100円
を超えたため、週末、連休とも車での人の動きは鈍く、また、暖房用燃料は高
騰に加え、例年になく暖かい日が続いており、共に販売数量は落ち込んでい
る。SSを中心に人材不足も解消されておらず、経営環境は厳しいままである。
� （燃料小売業／稚内）

・10月も地震の影響で海外のお客様が減った。さらにツアーのキャンセルで多
くのホテルやお土産店の売り上げが前年を割った。魚の入荷も鮭は前半はよ
かったが、後半は魚体が小さく生筋子もあまり入荷はない。サンマは好調。

　人の定着が落ち着かなく人手不足。� （各種食料品／札幌）
・10月の各組合員の状況は、報道等では道内の街角景気で地震等の影響も後退
し回復傾向にあるとのことだが、釧根地域では全体的には厳しい状況が続いて
いるとの声が多かった。特に衣料品関係の組合員からは冬物衣料の需要が上が
らず、厳しいとの声が多かった。� （鮮魚／釧路）

・組合売上は昨年同月比 99.8％。ブラックアウト後に特需が起こったが、当月
はその反動で全体としては販売が渋ったように思われた。

　昨年の今頃は雪が積もっていたが、今年は暖かな日が続き、冬物商戦へ今ひと
つ反応なし。� （各種商品／芦別）

・10月も原油価格の高騰が続いたことから、元売仕切り価格も大幅に変動し、
末端の石油販売業者にとっては価格競争を踏まえた価格転嫁との兼ね合いで、
より厳しい経営環境を余儀なくしている。

　また、胆振東部地震以降、節電・節約の意識が一層高まっており、石油需要の
減少にも拍車がかかっている状況。一部大手企業などでは景気のいい話もして
いるが、地方にとっては厳しい状況が続いており、石油販売事業者の経営者等
からは嘆きの声ばかりが聞こえる。� （燃料／全道）

・胆振東部地震の影響と天候不順が続いたことで市況は振るわなかった。一部、
防災関連の電池や電気製品は強い引き合いがあったものの、本州の災害と重な
り、商品の供給不足で売り上げ増には至らなかった。今後は復興需要が一部見
込まれる。電気店自体の地震による被害は数件にとどまる見通し。�（電気機械
器具／全道）

・小売フェアー等はよかった。商品自動車の在庫不足が継続しており、仕入に苦労し
ている。震災後、ローンの取り扱い等も回復している。� （中古自動車／札幌）

・藤丸百貨店の 9月売上高は、4億 4,891 万円（前年同月比 3.3％減）。胆振東
部地震により、2日間営業できなかったことなどで減少。2018年 8月期決算
売上高 59億 3,384 万円（前年比 3.6％減）、4期連続の赤字。共通駐車券の
利用は、前年比 98.8％、買物共通バス券の利用は、前年比 129.9％。�（商店街
／帯広）

・営業状態は現状維持。施設老朽のため、廃業した浴場があった。�（公衆浴場／
全道）

・働き方改革や、自前のサーバーシステムをクラウドサービスへ切り替えること
によるコスト削減、AI または定型業務の自動化による人手不足を解消のため
の開発投資が長期のトレンドになっているため、企業のシステム開発投資で IT
業界の好業績が続いている。その影響が道内の中小システム受託開発 IT 企業
へ、切れ目のない開発需要となって押し寄せている。技術者の人材や人員不足
が慢性的に続いている反面、受託単金の上昇は歓迎すべきことだが、人件費の
伸長が利益を圧迫して期待通りの業績につながっていないとの声も多い。�（ソ
フトウェア／全道）

・10月の十勝川温泉宿泊入込数は 28,548 人　昨年度比マイナス5,968 人、
83％だった。

　9月に引続き、胆振東部地震の影響によるキャンセルの影響が出ているが、復
興割や音更町による宿泊助成、十勝川温泉観光協会によるポスターの効果もあ
り、昨年比では 9月の 74％から 10月は 83％と持ち直しつつある。�（旅館／
音更）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）
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